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地域へ積極的に出向き、関係構築と拠点となる場所（介護予防教室等）や担い手を探す。
ケアプラザに通うことができる方に関しては自主事業である月1回のつるがみね健康教室や既存の地域サロン
（毎週月曜日のローズサークルや第1.3.4週金曜日のふれあいサロン）への参加を促す。元気ダンスに関しては、
地域事業へ移行できないか担い手となりそうな方たちへ相談していく。すでに地域の中にある介護予防グループ
へは継続して健康講座等を行っていく。生活支援Coと協同して新たな拠点の開発を行う。

・定期的な居宅介護支援事業所への訪問にて、地域情報の提供を行う。
２ケ月に１回程度　                             ・生活支援Coと随時同行訪問しインフォーマルサービスの紹介、ケアマ
ネと地域を繋ぐ役割を担う。
・民生委員とケアマネジャーと交流が図れるようにする。

・引き続き地区社協や地域の担い手が主催する会合への出席のほか、自治会・町内会役員、キーパーソンとの
対話を通して、地域情報を把握し、継続的に記録更新及び共有をする。
・地域情報を把握しきれていないエリアについては、包括支援センターへの相談者からの情報収集や、民生委員
等キーパーソンへのアプローチにより、情報把握に努め、記録更新及び共有をする。

自主事業や地域活動等での地福計画関連のツール（パンフレット、マスコットキャラクター等）の活用。

□ 区からのコメント

令和８年度 横浜市鶴ケ峰地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
・全体的な相談件数が増加。特に認知症や家族関係、生活困窮などの複合的な課題を抱えたケースが目立っている。医
療・介護・福祉のいずれか単独では対応が困難であるため、他機関と連携して重層的な支援体制の構築を進めていく。
・立地や地理的な要因からケアプラザに来ることが難しい高齢者が多数いる。現状の事業の参加者はケアプラザ周辺の
地域住民となっている。ケアプラザから離れたエリアでも、身近なところで集まることができる地域の拠点が必要。拠点の
有無の把握とエリアに合わせた開発を行っていく。
・インフォーマルサービス等の社会資源がケアマネジャーに十分に共有されていないため、ケアマネジャーと地域の“橋渡
し役”として情報発信を強化する。
・地域主体の活動が維持出来る様に、担い手メンバーや参加メンバーとの密な連携体制を確立して支援活動を行う。
・地域福祉保健計画「きらっとあさひプラン」を知らない人が多く、周知に取り組む必要がある。 幅広く地域住民に、地域福
祉保健計画について伝える機会を設ける。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

・必要に応じて、行政、医療機関等の機関と連携し、支援体制を構築する。
・地域ケア会議等を活用し、関係機関（区役所、民生委員、医療機関等）や地域の関係者と協同して、地域課題を
地域全体で支え合うことのできる地域性の創出に取り組む。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

・専門職として誠意を持って業務遂行すると共に、公
正中立な立場から支援をします。
・常にお客様の立場に立ち、ご本人の意思及び人格
を尊重しすると共に、適切な介護予防計画の立案に
努めます。

【その他料金】
交通費
・事業所の通常の事業の実施地域を超えたところか
ら交通機関を利用した実費を徴収します。

居宅介護支援事業

・お客様のニーズに対し、迅速な対応を可能にするた
めの体制づくりをします。
・お客様、ご家族様に寄り添い、自立支援を目的に適
切な支援を通じ、信頼関係を構築します。

【その他料金】
交通費
・事業所の通常の事業の実施地域を超えたところか
ら交通機関を利用した実費を徴収します。

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額

令和８年度横浜市鶴ケ峰地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

　介護保険サービスの利用に関する相談を受けた際
には、幅広い選択肢の中から、相談者のニーズに
合った居宅介護支援事業所やサービス事業所を選
定できるように、旭区ケアマネジャーの空き情報や
ハートページ等により情報を提供します。また年に１
回アンケートを実施し、各サービスの利用者や自主
事業の参加者、地域包括支援センターの相談者等か
らいただいた評価をもとに対応の振り返りを行い、よ
り良い事業運営に反映させていきます。

公正・中立性の確保について コンプライアンス等への対応について
（事故報告、個人情報保護、備品管理簿）

　個人情報保護・情報セキュリティー研修や事故防止
研修、ヒヤリハットの検討、周知等、事故防止に向け
た研修等を実施します。個人情報がある書類の持ち
出しや郵送・ＦＡＸ時等のダブルチェックなど個人情報
の取り扱いについては、法人共通ルールを遵守し、
事故防止に努めます。万一、事故や苦情が発生した
際は、事実確認後、当事者、関係機関への報告を速
やかに行います。

利用
料金

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

保健師兼管理者１名(常勤兼務)　主任ケアマネ
ジャー１名(常勤兼務)　社会福祉士２名(常勤兼務)
介護支援専門員　４名(非常勤専従4名)

管理者１名(常勤兼務)　介護支援専門員４名(常勤専
従２名、常勤兼務２名)

・お客様と介護者様、それぞれの
思いを大切にし、気持ちに寄り添う
あたたかい支援を提供します。

・お客様がご自分らしく過ごせる環
境と、介護者様が安心して介護を
委ねられる場所を目指します。



実施
体制

職員
体制

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】

【その他料金】【その他料金】
昼食代　800円
当日キャンセル代　500円

【実施日数】　307日（日曜日、
12/29～1/3以外）

【提供時間】月～土（祝も含む）
　　　　　　　　9：30～16：30

【定員】　　　40名

【実施日数】　307日（日曜日、
12/29～1/3以外）

【提供時間】月～土（祝も含む）
　　　　　　　　9：30～16：30

【定員】　　　12名

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】
昼食代　800円
当日キャンセル代　500円

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者１名（常勤兼務）・相談員５
名（常勤兼務）・看護職９名（非常
勤兼務）・機能訓練指導員９名（非
常勤兼務）・介護職22名（常勤兼務
5名、非常勤兼務17名）・調理員４
名（非常勤専従）・運転手８名（非
常勤専従）

管理者１名（常勤兼務）・相談員５
名（常勤兼務）・看護職９名（非常
勤兼務）・機能訓練指導員９名（非
常勤兼務）・介護職22名（常勤兼務
５名、非常勤兼務17名）・調理員４
名（非常勤専従）・運転手８名（非
常勤専従）



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

17,494,694 0 17,494,694 0 17,494,694

17,494,694 17,494,694 17,494,694

0

0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,776,000 0 1,776,000 1,776,000

19,270,694 0 19,270,694 0 19,270,694

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

9,216,784 0 9,216,784 0 9,216,784
本部経費を含まない

7,927,484 0 7,927,484 7,927,484

946,874 0 946,874 946,874

89,805 0 89,805 89,805

70,124 0 70,124 70,124

164,068 0 164,068 164,068

0 0 0 0

18,429 0 18,429 18,429

1,306,899 0 1,306,899 0 1,306,899
本部経費を含まない

7,250 0 7,250 7,250

123,891 0 123,891 123,891

32,998 0 32,998 32,998

166,678 0 166,678 166,678

456,750 0 456,750 456,750

88,974 0 88,974 0 88,974

自販機目的外使用料（横浜市への支 17,870 0 17,870 17,870

その他 71,104 0 71,104 71,104

0 0 0 0

0 0 0 0

8,791 0 8,791 8,791

2,539 0 2,539 2,539

2,589 0 2,589 2,589

376,517 0 376,517 376,517

8,461 0 8,461 8,461

4,231 0 4,231 4,231

0 0 0 0 0

事業所税 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

印紙税 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

27,230 0 27,230 27,230

448,468 0 448,468 0 448,468
本部経費を含まない

448,468 0 448,468 448,468

0 0 0 0

7,657,343 0 7,657,343 0 7,657,343
本部経費を含まない

3,990,387 0 3,990,387 3,990,387

2,075,562 0 2,075,562 2,075,562

121,986 0 121,986 121,986

1,079,227 0 1,079,227 0 1,079,227

空調衛生設備保守 336,061 0 336,061 336,061

消防設備保守 56,475 0 56,475 56,475

電気設備保守 356,336 0 356,336 356,336

害虫駆除清掃保守 20,331 0 20,331 20,331

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 310,024 0 310,024 310,024

0 0 0 0

390,181 0 390,181 390,181

474,000 0 474,000 474,000 予算：指定額

167,200 0 167,200 167,200

0 0 0

0 0 0 0 0
内

訳 0 0 0

19,270,694 0 19,270,694 0 19,270,694

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

448,468 0 448,468 0 448,468

△ 448,468 0 △ 448,468 0 △ 448,468

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

17,870 0 17,870 0 17,870 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 17,870 0 △ 17,870 0 △ 17,870
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出

共益費
その他

その他

修繕費
太陽光パネル保守点検
太陽光パネル修繕（追加）

管理費

内
訳

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

その他

事業費

内
訳
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費

公租公課

内
訳

地域協力費

印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
内
訳

備品購入費

手数料

健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

内
訳

本俸
社会保険料
手当計

図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

内
訳

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和８年度　横浜市鶴ケ峰地域ケアプラザ

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料 横浜市より

内
訳
受領額
戻入額



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

35,884,409 0 35,884,409 0 35,884,409

35,884,409 0 35,884,409 35,884,409

0

154,000 0 154,000 154,000 横浜市より
30,000 0 30,000 30,000 横浜市より

6,244,905 0 6,244,905 0 6,244,905 横浜市より
6,244,905 0 6,244,905 6,244,905

0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

2,789,822 0 2,789,822 2,789,822

45,103,136 0 45,103,136 0 45,103,136

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

38,617,386 0 38,617,386 0 38,617,386
本部経費を含まない

31,346,990 0 31,346,990 31,346,990

5,185,145 0 5,185,145 5,185,145

1,094,085 0 1,094,085 1,094,085

41,047 0 41,047 41,047

926,965 0 926,965 926,965

0 0 0 0

23,154 0 23,154 23,154

2,872,369 0 2,872,369 0 2,872,369
本部経費を含まない

213,248 0 213,248 213,248

340,922 0 340,922 340,922

5,091 0 5,091 5,091

139,002 0 139,002 139,002

946,237 0 946,237 946,237

63,096 0 63,096 0 63,096

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 63,096 0 63,096 63,096

その他 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

126,401 0 126,401 126,401

680,075 0 680,075 680,075

1,822 0 1,822 1,822

259,357 0 259,357 259,357

16,097 0 16,097 16,097

48,033 0 48,033 48,033

0 0 0 0 0

事業所税 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

印紙税 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

32,988 0 32,988 32,988

1,189,178 0 1,189,178 0 1,189,178
本部経費を含まない

630,000 0 630,000 630,000 予算：指定額

356,914 0 356,914 356,914

154,000 0 154,000 154,000

18,264 0 18,264 18,264

30,000 0 30,000 30,000

0 0 0 0

2,298,203 0 2,298,203 0 2,298,203
本部経費を含まない

225,053 0 225,053 225,053

1,133,617 0 1,133,617 1,133,617

66,624 0 66,624 66,624

589,445 0 589,445 0 589,445

空調衛生設備保守 183,544 0 183,544 183,544

消防設備保守 30,846 0 30,846 30,846

電気設備保守 194,615 0 194,615 194,615

害虫駆除清掃保守 11,105 0 11,105 11,105

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 169,335 0 169,335 169,335

0 0 0 0

283,464 0 283,464 283,464

126,000 0 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0 本部経費を含まない
内

訳 0 0 0 0

45,103,136 0 45,103,136 0 45,103,136

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

559,178 0 559,178 0 559,178

△ 559,178 0 △ 559,178 0 △ 559,178

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

63,096 0 63,096 0 63,096 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 63,096 0 △ 63,096 0 △ 63,096
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

共益費
その他

内
訳

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

地域協力費

職員等研修費

事務費

使用料及び賃借料

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

備品購入費

内
訳

公租公課

図書購入費
施設賠償責任保険

令和８年度　横浜市鶴ケ峰地域ケアプラザ

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】

指定管理料【介護予防】

内
訳
受領額
戻入額

指定管理料【チームオレンジ】

横浜市より

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】

内
訳
受領額
戻入額

指定管理料【生活支援】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

雑入

その他

内
訳

印刷代
自動販売機手数料

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

事業費

内
訳

その他

振込手数料
リース料
手数料

清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費

管理費

内
訳

内
訳

光熱水費



令和８年４月１日～令和９年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

16,793 16,793 22,595 22,595 72,950 72,950 41,238 41,238

0 0 0 1,062 0 1,062 21,438 0 21,438 6,833 0 6,833

事業・負担金収入 0 0 0 0 21,230 21,230 6,833 6,833

受託事業収入 0 0 0 0 0 0 0 0

認定調査委託料 0 0 495 495 0 0 0 0

原案作成委託料 0 0 567 567 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 207 207 0 0

16,793 0 16,793 23,656 0 23,656 94,388 0 94,388 48,072 0 48,072

8,476 8,476 20,162 20,162 69,898 69,898 29,768 29,768

0 0 1,713 1,713 10,540 10,540 3,180 3,180

5,420 5,420 27 27 12,516 12,516 4,266 4,266

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

13,896 0 13,896 21,902 0 21,902 92,954 0 92,954 37,214 0 37,214

2,897 0 2,897 1,754 0 1,754 1,434 0 1,434 10,858 0 10,858

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和８年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

収
入

科目 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 認知症対応型通所介護

施設名：横浜市鶴ケ峰地域ケアプラザ

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



横浜市鶴ケ峰地域ケアプラザ

1 カルチャー広場 平成１３年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①交流の場の提供
②趣味活動の機会を作り、生活に意欲を
持てるよう支援
③ボランティアの育成

５：地域

・地域の方を対象に開催
・講師を地域のボランティアの方に依頼し
開催。
・毎月第２金曜日　年12回

0 0 0 0

2 百人一首を通じて美しい文字
を学びましょう

令和３年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①ケアプラザ機能の周知
②交流の場の提供
③趣味活動の機会を作り、生活に意欲を
持てるよう支援
④ボランティアの育成

５：地域
百人一首を通じて美しいひらがなの書き
方を学ぶ。
・毎月第３火曜日　年12回

0 0 0 0

3 リラックスヨガ 平成２９年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①心身の健康の維持
②交流の場の提供
③リフレッシュの機会の確保

３：養育者及
び乳幼児

育児世代の母親の健康維持やリフレッ
シュに焦点を当てたヨガ教室。
・毎月第４火曜日（７～８月を除く）　年10
回

0 0 0 0

4 かるがもサロン 平成１７年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①親子の心身の健康の維持
②交流の場の提供、子育ての情報提供
③親子のリフレッシュの機会の確保
④関係機関とのネットワーク作り

３：養育者及
び乳幼児

・鶴ヶ峰地区　保健活動推進員による親
子の居場所作りサロン
・手遊びやパネルシアター
・毎月第１木曜日

0 0 0 0

5 ふれあいサロン 平成１７年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①交流の場の提供
②健康の促進や維持
③趣味活動の機会を作り、生活に意欲を
持てるよう支援

１：高齢者

・鶴ヶ峰地区社会福祉協議会主催の居場
所づくりサロン
・太極拳、社交ダンス、囲碁将棋などのプ
ログラムを実施
・毎月第１・３・４ 金曜日

0 0 0 0

6 歴史講座 令和４年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①交流の場の提供
②趣味活動の機会を作り、生活に意欲が
持てるよう支援
③閉じこもり・介護予防

５：地域

・様々な災害をテーマに歴史を学ぶ講座
・横浜市八聖殿郷土資料館元館長に講師
を依頼。
・５・７・１１・２月　第４土曜日　年４回

0 0 0 0

7 きゅきゅっとピラティス 令和８年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①交流の場を提供
②心身の健康の維持 ７：その他

・体力に関係なく気軽に始められるピラ
ティスエクササイズ
・毎月第２木曜日（８・２月を除く）　年10回

0 0 0 0

8 ギャラリーA　to　Z 平成１５年度
１：地域活動
交流事業

２：発展させ
るねらい

①ケアプラザ機能の周知
②交流の場の提供
③趣味活動の機会を作り、生活に意欲を
持てるよう支援
④ボランティアの育成

５：地域

・１Ｆ情報ラウンジに作品の展示
・来館者の意見を聞き取り、次回の展示
内容の参考となるよう努める
・通年開催

0 0 0 0

9 鶴ちゃんコール 平成29年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

・一人暮らしの方や福祉サービスに繋がっ
ていない方に対しての見守りを目的としま
す。
・地域福祉関係者等により、見守り電話を
行い、ネットワーク構築を図ります。

１：高齢者
・週１回の見守り電話の実施
（申込者の希望により月水木のいずれか
午前中）

0 0 0 0

10 つるがみね地域情報ハンド
ブック

令和8年度
３：生活支援
体制整備事
業

２：発展させ
るねらい

地域の高齢者が、地域の多様な資源を活
用しながら、いつまでも住み慣れた地域で
安心して自分らしく暮らし続けられることを
目指す。

１：高齢者

地域活動やインフォーマルサービス等の
地域情報を集約したハンドブックを発行す
る。地域住民向け版及び、ケアマネ等の
関係者向け版を発行する。
4月更新・随時配付

0 0 0 0

11 地域アセスメント・地域活動支
援

令和8年度
７：共催（１と
２と３）

２：発展させ
るねらい

地域活動の把握、状況を理解して、ニー
ズ及び課題を分析、鶴ケ峰ケアプラザとし
て行える支援活動を検討する。
民生委員等への出張講座

１：高齢者

各種地域活動において、定期的に打ち合
わせを開催し、担い手の状況やモチベー
ションを確認しながら安定した活動の支援
を行なう。
随時実施。

0 0 0 0

12 鶴の会議 令和２年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

①ふれあい給食会（第１～第４鶴の会）の
顔の見える関係づくり
②活動状況の確認と、今後の方向性や現
状課題等を団体間で共有

１：高齢者
・「第１～第４鶴の会」代表者を集めた情
報共有の場を開催。
年2回実施予定（5月、11月）

0 0 0 0

13 つるがみね健康教室 令和2年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

・地域の仲間作りと交流の場の提供
・健康寿命を延伸し、運動、口腔、栄養を
はじめとした、介護状態を予防するための
知識と実践について学ぶ場の提供

１：高齢者
・運動指導士、管理栄養士などを中心とし
た専門職を講師に招いた講座を実施。
毎月第３水曜日・８月休み

0 0 0 0

14 介護予防活動グループの支援
について

令和2年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

・地域の介護予防活動グループやサロン
を対象とした、活動継続の支援

１：高齢者

・グループが主体的に活動できるよう支援
する。
動グループの自立度に応じた支援(見守
り・助言・出張講座など)。適宜実施

0 0 0 0

15 みんなde元気ダンス！ 令和４年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

・地域の仲間作りと交流の場の提供
・認知症について正しい知識と予防につい
て学び、実践できる場の提供
・介護予防に役立つ脳と体の運動と実践
について学ぶ場の提供

５：地域
・介護予防ダンス協会講師によるダンスを
取り入れた介護予防体操・運動の実践
・第４火曜日・年９回

0 0 0 0

16 こども囲碁・将棋サロン 令和6年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①小学生を対象とした居場所作り
②多世代間交流
③ケアプラザ機能の周知

４：子ども・青
少年

８月７、21日開催
・鶴ヶ峰地区の小学生とふれあいサロン
に通う高齢者が囲碁・将棋を通して世代
交流を図る。

0 0 0 0

17 こどもクラフトDay 令和６年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①交流の場の提供
②ケアプラザ機能の周知

４：子ども・青
少年

８月14日開催
神奈川大学模型研究会特別顧問に講師
を依頼、身近な材料（牛乳パックや竹ひご
など）を使用した工作教室

0 0 0 0

18 書きぞめ教室 平成25年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①ケアプラザ機能の周知
②交流の場の提供
③趣味活動の機会を作り、生活に意欲を
持てるよう支援
④ボランティアの育成

４：子ども・青
少年

小学生対象とした書初め教室
１２月実施

0 0 0 0

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

令和８年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

19 ふれあいまつり 平成２１年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

①ケアプラザ機能の周知
②交流の場の提供
③地区団体の活躍・機能周知の場の提供

５：地域

・地域団体の演技発表
・地域作業所・地区団体による模擬店
・認知l症予防・薬剤師会による健康啓発
コーナー　など
・11月開催

0 0 0 0

20 旭ふれあい区民まつり　行政・
PRコーナー出展

平成24年度
７：共催（１と
２と３）

２：発展させ
るねらい

地域ケアプラザについて来場者に知って
いただくための機会とする。

５：地域

・パネル展示
・地区別計画及びケアプラザ広報紙の配
布
・ミニゲーム企画
・普及啓発グッズ配布
・第５期旭区地域福祉保健計画区民意見
募集の周知
・10月19日（日）開催

0 0 0 0

21 まちのパティシエと作ろう
バレンタインクッキー

平成２７年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①交流の場の提供
②ケアプラザ機能の周知
③障がい者作業所で行い共に作業する事
で障がい者理解の啓発

４：子ども・青
少年

２月11日（木・祝）開催
障がい者地域作業所に講師を依頼したバ
レンタインクッキー作り講座。

0 0 0 0

22
成年後見制度の利用促進
（権利擁護事業）

令和８年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

成年後見制度の申立支援…①②
エンディングノートの普及啓発…③
成年後見制度の普及啓発…④⑤

１：高齢者

２：障害児・
者
５：地域
６：事業者

①司法書士相談会　奇数月第４土曜日
②税理士相談会　偶数月第３土曜日
③エンディングノート普及啓発講座　随時
④終活講座　１２月
⑤出張講座　随時

0 0 0 0

23 消費者被害防止
（権利擁護事業）

令和８年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

消費者被害の防止、予防…①② １：高齢者
５：地域
６：事業者

①出張講座　随時
②広報誌への記事掲載　４半期毎

0 0 0 0

24 高齢者虐待の防止
（権利擁護事業）

令和８年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

高齢者虐待の防止、予防…①② １：高齢者
５：地域
６：事業者

①出張講座　随時
②広報誌への記事掲載　４半期毎

0 0 0 0

25 養護者支援
（権利擁護事業）

令和８年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

養護者の介護負担の軽減…①②③ １：高齢者
２：障害児・
者

①出張講座　随時
②広報誌への記事掲載　４半期毎
③カフェｄｅらん　毎月第４水曜日（※チー
ムオレンジ事業と重複）

0 0 0 0

26 チームオレンジ 令和８年
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

チームオレンジの普及促進、活動支援
①横浜市立鶴ケ峯3年生小学校福祉教育
②小学生、地域住民を対象とした認知症
サポーターの養成
③アルツハイマー月間の認知症普及啓発
④認知症当事者参加型の各種講座の開
催
⑤アルツハイマー月間の認知症普及啓発
⑥認知症当事者・家族向けの茶話会の開
催

１：高齢者
４：子ども・
青少年
５：地域

①福祉教育　5月、7月
②認知症サポーター養成講座　９月、１０
月
③オレンジデコレーションキャンペーン　９
月
④オレンジ倶楽部　毎月第２水曜日
⑤ミュージカル　１０月
⑥カフェｄｅらん　毎月第４水曜日

0 0 0 0

27 鶴ちゃんコール 平成29年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

・電話による見守りを兼ねた傾聴ボラン
ティアの実施
・ボランティア団体の活動支援

１：高齢者
２：障害児・
者

・週１回の見守り電話の実施
（申込者の希望により月水木のいずれか
午前中）

0 0 0 0
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